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北海道は日本で唯一の亜寒
帯気候

　世界の気候の区別には、おもに「ケッペンの
気候区分」が採用されています。ケッペンとは
ドイツの気象学者の名前です。世界の気候は、
気温や降水量によって植物の分布が異なること
に着目して、各地域の気候を区分したのです。

これをもとに、世界の気候を熱帯、乾燥帯、温
帯、亜寒帯（冷帯）、寒帯の5つに大別してい
ます。それによると、日本列島の大部分が温帯
に区分されますが、最北部に位置する北海道だ
けは、亜寒帯に分類されています。それほど北
海道は、日本では寒い地域だということです。
　日本の国土は南北に細長く、しかも起伏が激
しい地形ですので、地域によって気候には大き
な違いがあります。そこで、日本をさらにいく
つもの気候区分に分けています。いろいろな分
け方がありますが、北海道気候区、太平洋側気
候区、日本海側気候区、内陸性気候区、瀬戸内
式気候区、南西諸島気候区の6つの気候区に分
類するのが一般的です。ただ、これはあくまで
も目安に過ぎず、気候区の境界線は非常に曖昧
です。というのも、日本列島沿岸を流れている
海流や、約半年ごとに風向きが変わって吹いて
くる季節風、日本の上空を西から東に向かって
一年中吹いている偏西風などに、日本の気候は
大きな影響を受けているからです。
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1 日本海沿岸は、北海道で一番よく雪が降る。
2 道北と道東は、夏の気温が低いため稲作に適さず、酪農が盛ん。
3    「ダイヤモンドダスト」「サンピラー」など、珍しい自然現象が見られる。

▲大雪山系*

キャプションに*印がついている写真はピクスタ提供によるものです（以下同）。6

　北海道は全域が北海道気候区
に分類されています。夏を除け
ば一年を通して気温は低く、年
平均気温は10℃未満です。た
とえば、札幌市の年平均気温は
8.9℃で、東京（15.4℃）とは
6.5℃の開きがあります。市で
は日本最北端の稚

わっか

内
ない

市や日本
最東端の根室市、オホーツク海
沿岸の網走市、内陸の旭川市や
帯広市などは、年平均気温が6℃
台です。真冬の寒さは特に厳し
く、最近は地球温暖化の影響で、
最低気温が氷点下20℃未満に
なることは少なくなりましたが、
本州と比べると、寒さの違いは
歴然としています。そのため、
寒さをしのぐ対策として、北海
道では二重窓になっている住宅
が少なくありません。そのほか、年較差（夏
と冬の気温差）が大きい、夏は短く冬が長い、
降水量が少ない、台風の影響を受けることが少
ないといった点も、北海道の気候の特徴だとい
えます。
　広葉樹林帯が少なく針葉樹林帯が多いなど、
植生も温帯の本州とは異なっています。北海道
のほぼ中央にそびえる標高2000m前後の大

たい

雪
せつ

山
ざん

系の植生は、本州のほぼ中央にある北アルプ
ス（飛驒山脈）の3000m級の高山地帯のもの
に類似しています。

北海道の沿岸を流れる
6つの海流

　北海道は、日本の総面積の約22％を占める
広大な地域です。中央部には北見山地と石狩山

地、日高山脈が北から南へ連なり、その西側に
天
て

塩
しお

山地と夕張山地が並行して南北に走ってい
ますが、全般的になだらかな地形です。海岸線
もいたって単調で、リアス式海岸はまったくあ
りません。道内を流れている河川もゆったりと
した流れが多く、雄大で大陸的な風景が広がっ
ている魅力的な地域です。面積が広大なだけに、
気候は地域によってずいぶん異なっています。
　北海道は周囲を太平洋、日本海、オホーツク
海の3つの海に囲まれ、沿岸を流れる海流が、
北海道の気候に大きな影響をおよぼしています。
高緯度のわりに暖かい地域があったり、低緯度
なのに気温の低い地域があったりするのは、海
流の影響を受けている場合が多いのです。海流
には暖流と寒流があります。低緯度（赤道方面）
から高緯度（北極および南極方面）に向かっ
て流れている海流を暖流といい、反対に高緯度
から低緯度に向かって流れている海流を寒流と

日本の6つの気候区

北海道気候区

日本海側気候区

瀬戸内式気候区

太平洋側気候区

南西諸島気候区

内陸性気候区
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いいます。北半球では、南から流れてくる海流
が暖流で、北から流れてくる海流が寒流です。
　日本海には、暖流の対馬海流が南から北に向
かって流れていますが、青森県の西岸あたりか
ら津軽海峡を抜けて太平洋へ流れ出している津
軽海流と、そのまま青森県の西岸を北上してい
く対馬海流に分かれています。対馬海流は北上
して北海道の北端までいくと、樺太との間にあ
る宗谷海峡を抜け、宗谷海流となってオホーツ
ク海に流れていきます。また、樺太とユーラシ
ア大陸の間の間宮海峡あたりからは、寒流のリ
マン海流が大陸に沿って南に向かって流れてお
り、やはり寒流の東樺太海流が、樺太の東側を
南下しています。
　太平洋側に目を移せば、千島列島の東岸に沿っ
て寒流の千島海流が南下し、三陸海岸沖に向かっ
て流れています。千島海流は栄養分に富み、魚
類を育てる親のような潮であることから「親潮」
とも呼ばれています。これらの海流によって、
北海道の気候は左右されているといっても過言
ではないでしょう。

冷涼な気候の道北は、
稲作の北限地

　北海道の北部（道北）は、日本で最も高緯
度に位置しているため冬の寒さは厳しく、夏で

も涼しい気候なのが特徴です。特に春
から夏にかけて、オホーツク海上に発
生するオホーツク海高気圧の影響で、
冷たく湿った空気が流れ込んでくるた
め夏でも気温はあまり上がらず、真夏
日（1日の最高気温が30℃以上）にな
ることはほとんどありません。夏日（1
日の最高気温が25℃以上）も数える
ほどです。たとえば、日本最北端の都

市として知られる稚内市では、真夏日は年間わ
ずか0.1日しかありません。つまり、10年の
間に1日だけしか真夏日はないということにな
ります。稚内から180kmほど南に位置する留

る

萌
もい

市でも、真夏日は2.2日という少なさです。
　このように、冷涼な気候の道北地方は稲作に
適さず、稚内市から100km近く南へ下った日
本海沿岸の遠

えん

別
べつ

町が、稲作の北限地になってい
ます。内陸部では、遠別町よりやや南に位置す
る美

び

深
ふか

町あたりが稲作の北限地です。稲は寒さ
に弱い作物ですから、開花期の夏に最低気温が
17℃以下になると栽培が困難だといわれてい
ます。そのため、道北地方では酪農が盛んです。
寒冷地でも乳牛の食料となる牧草は育つからで
す。それに、冷涼な気候が続けば牛も夏バテす
ることが少ないため、牛乳を安定して生産する
ことができます。道北は酪農には最適な気候だ
といえるのです。日本海側よりオホーツク海側
の方がより冷涼な気候ですので、酪農もより盛
んで、最北端の宗谷岬のあたりから、サロマ湖
にかけてのオホーツク海沿岸には広大な牧場が
広がっています。
　冬は大陸から吹いてくる北西の季節風の影
響で、日本海側は北海道で最も雪の多い地域
になっています。豪雪地帯の北陸や東北ほど
多くはありませんが、気温が低いため降った
雪は溶けることなくそのまま積もっていきま
すので、積雪量は北陸や東北よりはるかに多
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くなるのです。稚内市と北陸の金沢市を比べ
てみると、稚内市の1月の降水量は84.3mm、
それに対し金沢市の1月の降水量は269.6mm
です。稚内市は金沢市の3分の1にも満たない
のですが、積雪量はその逆です。1月の50cm
以上の積雪日数は、稚内市は10.1日もありま
すが、金沢市は2.5日と稚内市の4分の1しか
ありません。稚内市は気温が低ため、雪が溶

けないということで
す。それでも、日本
海の沿岸を暖流の対
馬海流が流れている
ため、寒さはいくぶ
ん和らぎ、オホーツ
ク海側ほど厳しくは
ありません。
　また、日本海側は
曇りの日も多く、日
照時間は全国でも有
数の短さです。たと
えば、稚内市の年間
の日照時間はわずか
1484.4時間しかな
く、オホーツク海沿
岸の網走市（1869.3
時間）より400時

間近くも短くなっています。

冬の風物詩、流氷は
年々小さくなっている

　北海道の冬の風物詩といえば、なんといって
も「流氷」でしょう。北の海で凍結した海面の

オホーツク海

太平洋
津軽海流

宗谷海流
対
馬
海
流

千島
海流
（親
潮）

東
樺
太
海
流リ

マ
ン
海
流

日
本
海

寒流 暖流

北海道の海流

●1月の降水量と積雪日数 ●年間の日照時間

0

50

100

150

200

250

300
（mm） （日）

金沢稚内

降水量

50cm以上の積雪日数

0

2

4

6

8

10

12

0
200
400
600
800
1000
1200
1400
1600
1800
2000

東京網走稚内

（時間）

北海道 ● 9

北
海
道



氷が割れ、それが風や海流に流されて運ばれて
きた氷の塊が流氷です。毎年冬になると、オホー
ツク海沿岸は流氷に覆われます。では、流氷は
一体どこからやってくるのでしょうか。その発
生源は、ユーラシア大陸にあります。ロシアと
中国の国境を流れているアムール川は、大陸と
樺太の間にある間宮海峡の北端あたりから海に
注いでいますが、冬になると海に注いだアムー
ル川の水が海水と混じって凍結するのです。塩
分濃度が低い海水は凍結しやすいからです。凍
結した海水の塊は樺太の東側を南下し、北海道
の沿岸にやってきます。
　オホーツク海の沿岸から流氷が確認できた最

初の日を「流氷初日」と
いいますが、それは1月
中旬から下旬にかけての
ころです。やがて流氷は
接岸しますが、風や潮の
流れ、地球の自転の影響
を受けて絶えず移動して
います。移動速度は時に
は時速2～3kmに達す
るといわれていますから、
一夜にして沿岸が流氷に
覆われることもあれば、
反対に流氷が一夜にして
姿を消してしまうことも
あります。流氷はオホー
ツク海だけのものとは限
りません。潮の流れや風
向きによっては、流氷が
根室海峡を回り込んで、
釧路方面にまで流れてく
ることもあるのです。流
氷が視界から見えなく
なった日を、「流氷終日」
といっています。

　流氷が北の海へ去っていく3月ごろ、オホー
ツク海の沿岸では、「幻

げん

氷
ぴょう

」が見えることがあ
ります。流氷で冷やされた空気の上に暖かい空
気が流れ込んでくると、空気の密度が異なるた
め光が異常屈折し、水平線の上に流氷が浮かん
で見えたり、遠くの流氷が近くに見えたりする
のです。幻氷は富山湾でよく発生する蜃気楼の
一種だといえます。
　流氷には驚くほどの破壊力があります。流氷
が漁船に激突して、沈没する事故が発生する可
能性もありますので、流氷が沿岸に近づいてく
ると漁師たちは急いで漁船を陸揚げし、流氷が
去っていく日を待ちわびるのです。このように、

ン
リ
ハ
サ

アム
ー
ル
川

北海道

シ ベリア

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島

千
島
列
島

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

太 平 洋

月月444月

3月3

月2月222月

1月
112月122月

月6月66666月

5月

オホーツク海の流氷分布の季節変化

出典：舘山一孝「地図にみる現代世界 オホーツク海の流氷の動向」
『地理・地図資料 2016年度２学期②号（帝国書院発行）』より

10

流氷は思わぬ災難を引き起
こすこともありますが、こ
の地域にとっては大きな観
光資源にもなっているので
す。今では網走港や紋別港
から流氷砕氷船が運航され、
流氷観光のツアーが人気を
博しています。ところが、
近年は地球温暖化の影響で、
流氷に覆われる海域が年々
減少しつつあるといわれて
おり、このまま温暖化が進
んでいくと、やがてはオホー
ツク海から流氷が姿を消し
てしまうかもしれません。地球温暖化は、深刻
な環境問題なのです。
　

道東は、なぜ霧が
よく発生するのか？

　北海道東部（道東）は、霧がよく発生する
ことで知られています。特に道東の中心都市の

釧路市は、「霧の都」とも「日本のロンドン」
とも呼ばれています。それほど霧が多いのです。
霧がよく発生するのは、釧路市ばかりではあり
ません。北海道南端の襟

えり

裳
も

岬から、根室半島に
かけての太平洋岸は、どこも霧がよく発生する
のです。
　釧路市の霧の発生日数は年間101.4日で、1
年の3分の1近くが霧に覆われます。なぜ道東
の太平洋岸では、霧がよく発生するのでしょう

●釧路・札幌・東京の霧日数
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▲知床から見たオホーツク海の流氷
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